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笠間市家庭教育学級通信

笠間市教育委員会
教育部生涯学習課

裏面に続く

①子どもを怒ってしまうことが多いです。

何かよいアドバイスをお願いします。

②子どもがゲーム・ネット依存で、悩んでいます。

みなさんのご家庭では、どのようにしていますか。

③いつもイライラしています。ストレス発散方法を教

えてください。

「いばらき電子申請サービス・届出サービス」によりご回答ください。

右のＱＲコードにより、アンケートに回答していただきます。

・スマホで簡単にアンケート

できます。

（無記名・自由記述）

・結果は、家庭教育通信で

お知らせします。

さくら幼稚園では、コロナ禍でたくさんの方に
参加できる方法として、オンラインや YouTube
を使った家庭教育学級を 2 回にわたり開催して
いただきました。
PTA 連合会の研修会と連携しながら、工夫した

家庭教育学級を実施していただき、ありがとうご
ざいました。

右に 2枚の写真があ

ります。同じようにみ

えて、実は５つの違い

があります。

親子で協力して、ど

こが違うか見つけてみ

てください。

ズイク子親

10 月 28 日（木） オンラインセミナー
講師 東京大学名誉教授 汐見 稔幸先生
演題「我が家の小さな”文化”をつくってみま

せんか」

11 月 19 日（金）～ YouTube 限定公開

講師 親業訓練インストラクター 安 のり子先生

演題「親と子のコミュニケーションについて」

第

一

回

第

二

回

安先生は、普段の保育所での経験やご自身の子
育てを振り返りながら、「子育てで大切なこと」に
ついて丁寧に講話していただきました。常に笑顔
で話される先生の姿がとても印象的でした。先生
は、日頃から子どもたちの何気ない会話を大切に
しているということでした。

※子育てに関するアドバイスをよろしくお願いします。

１月１６日（日）まで



吹奏楽コンクール
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【お問合せ先】
笠間市教育委員会教育部生涯学習課 担当 三澤・仲田

〒309-1792 笠間市中央 3-2-1

TEL 0296-77-1101 内線３８４ FAX 0296-71-3220

質問 兄弟げんかで悩んでいます。何かよいアドバイスをお願いします。

一番多かった回答の第１位は、「私も悩んでいるので知りたい。」でした。みなさまからいろいろなアドバ

イスをいただきましたので、ぜひ参考にしてください。

・手をだすまでは、見守る。

・お互いの言い分をまず聞き、仲良く遊べるような方法を提案する。

・仲介に入ることはほぼ諦めてます。2人で解決するように。仲直りは「握手ね」と伝えてあります。

・けんかしていたら、プロレスの実況中継のように解説したり、「いいぞ！もっとやれー！！」と両方の

応援をすると、馬鹿馬鹿しくなるのかやめます。自分にゆとりがないときは、「一緒にいるからもめる

んだから、それぞれ離れてなさい」と言います。

・社会勉強の一環だと思って危なくないように見守る。

・兄弟常に一緒にいることで喧嘩することもあると思うので、片方ずつ時間を作って遊んであげるとい

いのでは。

・子どもたちで解決させないと成長しない。困っている時だけ助言する。

・お互いに納得するような解決法を一緒に考え、喧嘩しないでできた時はオーバーなくらい褒めちぎる。

・本人のいないところで相手の気持ちを代弁してあげる。アイメッセージで伝える。

・上の子をメインに叱らない。上の子が一人の時に、しっかりフォローする。

・一人っ子なので、兄弟喧嘩が羨ましい。

・親からお互いをハグするようにしている。

・ひどい時は、物理的に離して遊ばせる。

・最後はしっかりお互いに「ごめんなさい」を言えるようにする。
※アンケートのご協力をいただき、誠にありがとうございました。

１２月２５日（土）
に友部公民館大ホール
で、親子でクリスマス
コンサートを実施しま
す。
水戸女子高等学校吹

奏楽部のみなさんのす
てきな演奏をお聞きく
ださい。

「創れ！伝説 想いよ届け！

笑顔あふれる水戸女子world」

「全国大会金賞」を目標に活

動しています。
申込QRコード

「家庭教育ナビ」のホームページを知っていますか？
「家庭教育ナビ」は、茨城県就学教育家庭教育推進室が作成しており、子育てアドバイス

ブック・家庭教育支援資料など家庭教育について詳しく紹介しています。特に子育て相談 Q
＆A・家庭教育コラムが人気になっています。ぜひ右の QR コードよりご覧ください。 家庭教育ナビ


